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(百万円未満切捨て)

１．平成29年３月期第２四半期の連結業績（平成28年３月21日～平成28年９月20日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年３月期第２四半期 49,746 △0.4 299 △15.7 326 △15.9 160 156.3

28年３月期第２四半期 49,931 △1.0 354 △21.6 388 △20.7 62 △73.7

(注） 包括利益 29年３月期第２四半期 160 百万円 ( 505.0％) 28年３月期第２四半期 26百万円 ( △94.8％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

29年３月期第２四半期 8.35 ―

28年３月期第２四半期 3.25 ―
(注) 営業収益は、連結損益計算書の「売上高」と「営業収入」を合計して記載しております。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

29年３月期第２四半期 40,339 15,594 38.7

28年３月期 40,284 15,594 38.7

(参考) 自己資本 29年３月期第２四半期 15,594 百万円 28年３月期 15,594 百万円
　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

28年３月期 ― 4.00 ― 4.00 8.00

29年３月期 ― 4.00

29年３月期(予想) ― 5.00 9.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

　

３．平成29年３月期の連結業績予想（平成28年３月21日～平成29年３月20日）

(％表示は、対前期増減率)

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 100,000 △0.3 650 △47.6 700 △46.2 350 △49.2 18.24
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

　 新規 ―社 (社名) 、除外 ―社 (社名)

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 29年３月期２Ｑ 20,425,218株 28年３月期 20,425,218株

② 期末自己株式数 29年３月期２Ｑ 1,286,891株 28年３月期 1,161,841株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 29年３月期２Ｑ 19,238,880株 28年３月期２Ｑ 19,263,530株

　

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

　この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時

点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表に対する四半期レビュー手続は完了しておりません。

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意

事項等については、四半期決算短信添付資料２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想など

の将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

　

※ 金額の表示単位の変更について

　当社の四半期連結財務諸表に表示される科目及びその他の事項の金額は、従来、千円単位で記載しておりましたが、

第１四半期連結会計期間及び第１四半期連結累計期間より百万円単位で記載することに変更いたしました。

　なお、比較を容易にするため、前連結会計年度及び前第２四半期連結累計期間についても百万円単位に組替え表示し

ております。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明
当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府・日銀による経済政策や金融政策などを背景に、企業収

益や雇用・所得環境は緩やかな改善傾向が見られるものの、円高基調や英国のＥＵ離脱問題などによる世界経済の

下振れ懸念から、先行きは不透明な状況にあります。

　小売業界では、景気動向や社会保障制度など将来に対する不安から消費者の生活防衛意識が高まるとともに、パ

ート・アルバイトの採用難や業種・業態を越えた販売競争の激化など、厳しい経営環境が続いております。

　こうしたなか当社グループは、中期３ヵ年計画に掲げる①当社の強みを最大限発揮、②店舗及び本部の生産性向

上、③働き甲斐のある職場作りの３つを経営課題の軸として取り組んでおります。

　販売政策では、ポイントカード「グラッチェカード」会員様優待商品セールの強化や販売データを活用した販売

促進、「クッキングさぽ～と」コーナーでのメニュー提案型売場を展開し、競合他社との差別化に取り組んでまいり

ました。

　商品政策では、簡便化、シニア、健康を基軸とした商品の品揃えを充実させるとともに、連結子会社サンデイリ

ー株式会社と連携し、デリカ部門の米飯類の拡充や名物商品の開発を進めてまいりました。また、生鮮部門強化の

取り組みとして、地産地消売場の拡充や物産フェアなどの企画を実施いたしました。

　店舗政策では、既存店舗の活性化を図るため、平成28年４月に形原店（愛知県蒲郡市）の改装、５月にザ・チャ

レンジハウス味美を味美店（愛知県春日井市）へ業態変更、６月に二川店（愛知県豊橋市）及び高横須賀店（愛知

県東海市）の改装など６店舗の改装、陳列替えを実施いたしました。

以上のような施策を実施してまいりましたが、当第２四半期連結累計期間における経営成績は、消費者の節約志

向が強まるとともに、台風や長雨など天候不順の影響もあり、既存店売上高は前年同期比98.6％にとどまりました。

その結果、売上高に営業収入を加えた営業収益は497億46百万円（前年同期比0.4％減）となりました。利益面では、

売上高の減少に加え、価格競争の激化に伴う粗利益率の低下により売上総利益が減少したことなどから、営業利益

は２億99百万円（前年同期比15.7％減）、経常利益は３億26百万円（前年同期比15.9％減）、親会社株主に帰属する

四半期純利益は１億60百万円（前年同期比156.3％増）となりました。

なお、当社グループは「小売事業及び小売周辺事業」の単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略

しております。

　

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ54百万円増加し、403億39百万円となりまし

た。これは主に現金及び預金が５億８百万円増加したものの、建物及び構築物が２億14百万円、差入保証金が１億

40百万円減少したことによるものです。

　負債は前連結会計年度末に比べ54百万円増加し、247億44百万円となりました。これは主に買掛金が２億79百万

円、流動負債の「その他」に含まれる未払金が２億24百万円増加したものの、有利子負債が４億42百万円減少した

ことによるものです。

　純資産は155億94百万円となりました。これは主に利益剰余金が83百万円増加したものの、自己株式の取得による

減少が83百万円であったことによるものです。

　

②キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は前連結会計年度末と比べ、

５億10百万円増加し、40億10百万円となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は、15億50百万円（前年同期は、３億91百万円の収入）となりました。これは主に、

減価償却費が６億73百万円、税金等調整前四半期純利益が３億24百万円、仕入債務の増加が２億79百万円であった

ことによるものです。

(投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は、３億20百万円（前年同期は、１億49百万円の収入）となりました。これは主に、

有形固定資産の取得による支出が４億88百万円であったことによるものです。

(財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は、７億19百万円（前年同期は、４億55百万円の支出）となりました。これは主に

長期借入金の返済による支出が７億63百万円であったことによるものです。

　

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明
当期の連結業績予想について、現時点においては、平成28年10月11日公表の予想数値に変更ありません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

(平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用)

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附

属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

なお、当第２四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響は軽微であります。

　

（４）追加情報

(連結財務諸表に関する会計基準等の適用)

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日）第39項に掲げられた定め等を適

用し、四半期純利益等の表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累

計期間については、四半期連結財務諸表の組替えを行っております。

　

(取締役及び当社子会社の代表取締役に対する株式給付信託（BBT）導入)

当社は、平成28年６月14日開催の第59回定時株主総会決議に基づき、平成28年８月９日より、当社の取締役及

び当社子会社の代表取締役（社外取締役を除きます。以下、「対象役員」という。）に対する新たな業績連動型株

式報酬制度として、「株式給付信託（BBT（＝Board Benefit Trust））」（以下、「本制度」という。）を導入してお

ります。

１．取引の概要

本制度は、予め当社が定めた役員株式給付規程に基づき、一定の要件を満たした当社の対象役員に対し、当社株

式を給付する仕組みです。

当社は、対象役員に対し当該事業年度における業績達成度等に応じてポイントを付与し、役員退任時に確定した

ポイントに応じた当社株式を給付します。対象役員に対して給付する株式については、予め信託設定した金銭によ

り将来分も含め取得し、信託財産として分別管理するものとします。

２．信託に残存する自社の株式

当第２四半期連結会計期間における本制度の導入に伴い、資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）が当

社株式125,000株を取得しております。

信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随する費用の金額を除く。）により、純資産の部に自己株

式として計上しております。当第２四半期連結会計期間末における当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、83百万

円及び125,000株であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月20日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月20日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,585 4,093

売掛金 1,139 1,135

商品及び製品 2,610 2,615

仕掛品 0 0

原材料及び貯蔵品 37 41

繰延税金資産 244 261

その他 1,687 1,533

貸倒引当金 △1 △1

流動資産合計 9,303 9,681

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 8,707 8,493

土地 9,699 9,755

その他（純額） 1,233 1,338

有形固定資産合計 19,641 19,588

無形固定資産

借地権 490 460

ソフトウエア 438 419

その他 29 29

無形固定資産合計 959 909

投資その他の資産

投資有価証券 4,305 4,237

差入保証金 5,458 5,317

繰延税金資産 9 9

その他 616 603

貸倒引当金 △63 △61

投資その他の資産合計 10,326 10,105

固定資産合計 30,926 30,603

繰延資産 53 54

資産合計 40,284 40,339
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月20日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月20日)

負債の部

流動負債

買掛金 5,616 5,896

短期借入金 1,510 1,295

1年内償還予定の社債 158 658

1年内返済予定の長期借入金 1,779 1,491

未払費用 1,162 1,222

未払法人税等 135 219

賞与引当金 307 380

ポイント引当金 134 140

資産除去債務 12 -

その他 1,524 1,698

流動負債合計 12,341 13,002

固定負債

社債 3,144 2,965

長期借入金 4,727 4,467

リース債務 353 257

繰延税金負債 717 690

役員株式給付引当金 - 20

退職給付に係る負債 1,003 922

長期預り保証金 970 975

資産除去債務 1,323 1,335

その他 108 108

固定負債合計 12,348 11,742

負債合計 24,689 24,744

純資産の部

株主資本

資本金 4,220 4,220

資本剰余金 6,538 6,538

利益剰余金 5,178 5,262

自己株式 △1,889 △1,973

株主資本合計 14,047 14,047

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,809 1,800

退職給付に係る調整累計額 △262 △253

その他の包括利益累計額合計 1,546 1,546

純資産合計 15,594 15,594

負債純資産合計 40,284 40,339
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年３月21日
　至 平成27年９月20日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年３月21日
　至 平成28年９月20日)

売上高 47,363 47,186

売上原価 35,220 35,148

売上総利益 12,143 12,038

営業収入 2,567 2,559

営業総利益 14,710 14,598

販売費及び一般管理費 14,355 14,299

営業利益 354 299

営業外収益

受取利息 11 9

受取配当金 29 32

持分法による投資利益 6 6

情報提供料収入 25 25

その他 43 33

営業外収益合計 115 108

営業外費用

支払利息 65 51

その他 17 29

営業外費用合計 82 81

経常利益 388 326

特別利益

固定資産売却益 5 -

投資有価証券売却益 - 23

特別利益合計 5 23

特別損失

固定資産除却損 88 25

減損損失 345 -

特別損失合計 433 25

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前
四半期純損失（△）

△40 324

法人税、住民税及び事業税 69 158

法人税等調整額 111 5

法人税等合計 181 163

四半期純利益又は四半期純損失（△） △221 160

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △284 -

親会社株主に帰属する四半期純利益 62 160
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年３月21日
　至 平成27年９月20日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年３月21日
　至 平成28年９月20日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △221 160

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 247 △9

退職給付に係る調整額 1 9

その他の包括利益合計 248 0

四半期包括利益 26 160

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 310 160

非支配株主に係る四半期包括利益 △284 -
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年３月21日
　至 平成27年９月20日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年３月21日
　至 平成28年９月20日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整
前四半期純損失（△）

△40 324

減価償却費 616 673

減損損失 345 -

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2 △1

賞与引当金の増減額（△は減少） 71 72

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △72 △58

役員株式給付引当金の増減額（△は減少） - 20

受取利息及び受取配当金 △40 △42

支払利息 65 51

持分法による投資損益（△は益） △6 △6

固定資産売却損益（△は益） △5 -

固定資産除却損 88 25

売上債権の増減額（△は増加） 4 4

たな卸資産の増減額（△は増加） 4 △9

仕入債務の増減額（△は減少） 465 279

未払費用の増減額（△は減少） 54 65

その他 △728 278

小計 818 1,676

利息及び配当金の受取額 29 32

利息の支払額 △59 △54

法人税等の支払額 △397 △103

営業活動によるキャッシュ・フロー 391 1,550

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △13 △9

定期預金の払戻による収入 120 12

投資有価証券の売却による収入 - 25

有形固定資産の取得による支出 △435 △488

有形固定資産の売却による収入 5 0

無形固定資産の取得による支出 △77 △21

差入保証金の差入による支出 △2 △79

差入保証金の回収による収入 621 262

預り保証金の受入による収入 5 6

預り保証金の返還による支出 △72 △13

その他 △1 △14

投資活動によるキャッシュ・フロー 149 △320
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(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年３月21日
　至 平成27年９月20日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年３月21日
　至 平成28年９月20日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 20 △215

長期借入れによる収入 1,160 215

長期借入金の返済による支出 △1,612 △763

社債の発行による収入 575 388

社債の償還による支出 △349 △79

リース債務の返済による支出 △123 △105

自己株式の取得による支出 △0 △83

配当金の支払額 △77 △76

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の
取得による支出

△48 -

財務活動によるキャッシュ・フロー △455 △719

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 85 510

現金及び現金同等物の期首残高 4,132 3,499

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,217 4,010
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。

（セグメント情報等）

前第２四半期連結累計期間(自 平成27年３月21日 至 平成27年９月20日)及び当第２四半期連結累計期間

(自 平成28年３月21日 至 平成28年９月20日)

当社グループは、「小売事業及び小売周辺事業」の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

決算短信 （宝印刷）  2016年10月22日 10時52分 12ページ （Tess 1.40(64) 20150116_01）


